
新

する。

ショップの開催

規

、取材等を通じ、仁礼

完

地域の新たな観

光資源

了

や地域の魅力を知るこ

事

とができた。

業 ゼロ予算事業 担当者

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成22年度　実績 平成23年度　実績

平成24年度　実績 平成25年度　実績

平成26年度　実績 平成27年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成２７年度　行政評価事業別シート

実計対象 □ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 加藤

全体計画 経費区分 － 内線 3134

事務事業名 10858 ふるさと再発見・発信事業

所　　属 050200 総務部・政策推進課

施　　策 07024400 地域コミュニティの活性化

会計 01 一般会計
予算

科目 020114 総務費・総務管理費・地域振興費
科目

事業 960000 ふるさと再発見・発信事業

事業目的 事業概要・効果 

地域公民館等と連携するとともに地域住民との共創に 絵地図の作成を通して、新たな観光資源、埋もれた観

より、地域内の埋もれた資源を発掘し、ふるさとの魅 光資源等を発掘することにより、地域の魅力の向上を

力を「絵地図」として表現、活用することによって、 図る。

農業や観光など地域の活性化を図る。 地域住民が、住んでいる地

内

域の魅力を知ることに

部

より

、地域への愛着が

評

いっそう深まり、地域

価

の活性化につ

ながる。

【

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実

二

績及び予定

平成22年

次

度　実績 平成23年度

】

　実績

－ －

平成24年

1

度　実績 平成25年度

頁

　実績

－ 地域発・元気

平

づくり支援金を活用し

成

、「信州須坂ふる

さと

２

探訪絵地図（マップ）

７

－須坂市豊丘地域編－

年

」を

１万部作成した。

度

地域住民によるワーク

　

ショップの開

催、取材

行

等を通じ、新たな観光

政

資源や地域の魅力を知

評

ることができた。

平成

価

26年度　実績 平成2

事

7年度　予定

地域発・

業

元気づくり支援金を活

別

用し、「信州須坂ふる

シ

27年度は、移住交流

ー

支援事業として、地域

ト

おこし協力

さと探訪絵

実

地図（マップ）－須坂

計

市仁礼地域編－」を 隊

対

、集落〝再熱″実施モ

象

デル地区支援事業と合

評

わせて

１万部作成した

価

。前年の取組を参考に

対

しながらワーク 豊洲地

象

域で絵地図作成を実施



職員 0.0 0.0
（人）

臨時職員 0.0 0.0

正規職員 685.8 0.0

人　員 嘱託職員 0.0 0.0

コスト 臨時職員 0.0 0.0

計 685.8 0.0

市民一人当たりの経費 0.1 0.0

総額 4,149.8 0.0

（単位：千円）

平成26年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費 0

消耗品費
11節 需用費 8

絵地図作成事業委託料
13節 委託費 3,456

15節 工事請負費 0

19節 負担金補助及び交付金 0

その他 0

内部評価【二次】 2頁

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成26年度 平成27年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成26年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成26年度 平成27年度

決　　　算 予　　　算

事業費 3,464 0

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 2,597 0

財 源 地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 867 0

正規職員 0.1 0.0
人員数

嘱託



委

区内を周遊してい

ただ

託

くことにより、地域の

費

自然や住民魅力を発信

1

し、交流人口、定住人

5

口の増加が図れる。
評

節

   価

コメント

・成

 

果を落とさずにコスト

工

を削減する方法はある

事

か

効 率 性 ・効率性

請

向上に努めているか 変

負

わらない

・使用料など

費

の受益者負担や補助対

1

象事業の範囲など、財

9

源確保の余地はないか

節

県支出金（3/4）の

 

活用を図っている

評 

負

  価

コメント

振り返

担

り（決算年度の取組み

金

課題）

地域の方負々が

補

参加し、日頃は見担過

助

ごされているような小

及

さな素材も含めて未活

び

用の資源を発掘するこ

交

とにより、仁礼

地域の

付

魅力の再発見につなげ

金

、面的に楽しめるふる

そ

さと探訪マップを作成

の

することができた。マ

他

スコミによる宣伝効果

Ｃ

と

併せ、峰の原高原の

Ｈ

ペンションをはじめ観

Ｅ

光施設等にマップを配

Ｃ

布することにより、仁

Ｋ

礼地域の注目度は向上

個

したが、今

後、人口増

別

加にどうつなげていく

評

かが課題となる。

価

項目 評価観点 評価内容

・市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成27

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

8節  報償費 0

11

平

節 需用費 0

13節 

成

委託費 0

15節 工事

2

請負費 0

19節 負担

7

金補助及び交付金 0

そ

年

の他 0

ＣＨＥＣＫ

個別

度

評価

項目 評価観点 評価

当

内容

・市民の生命・財

初

産を守るため市が実施

予

することが必要不可欠

算

な事業であるか

・行政

　

内部の管理運営上必要

事

な事業であるか

必 要

業

 性 ・市が主体となり

費

実施すべき事業か 高い

の

・法的な根拠や公的関

内

与の妥当性はあるか

・

訳

目的は結果（施策の目

主

指す理想）に結びつい

な

ているか

地図作成の過

節

程で地域住民が主体と

金

なりワークショップを

額

行ったり、地域を取材

内

する中で、自分の住ん

容

でいる

地域の再発見を

8

するとともにこれまで

節

以上に地域に愛着をわ

 

く取組となった。
評 

 

  価

コメント

・事業

報

の成果は上がっている

償

か

・目標に対する達成

費

度は十分か

有 効 性

1

・市民生活上の課題解

1

決に貢献しているか 有

節

効

・行政内部の管理上

 

の課題解決に貢献して

需

いるか

・事業の目的が

用

達成できるような事業

費

内容になっているか

峰

1

の原高原のペンション

3

や温泉施設へ作成した

節

マップを配布し、それ

 

を手に取り見ながら地



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 進め方の改善（拡大）

総合評価コメント ２次評価コメント

地域住民をはじめ、多くの市民の皆さんが当該地域を 仁礼地域の方が、地域のよさを発見、地域

内

の魅力を発

再認識、再

部

発見する契機となる取

評

組みとして継続する 信

価

する絵地図を作成、市

【

内外に誇れるものとな

二

った。

。なお、県の支

次

援金が3年を目途とし

】

ていることから 峰の原

4

高原の再熱事業と合わ

頁

せ、更に須坂市全域を

Ａ

知

、28年度以降につ

Ｃ

いては検討する。 って

Ｔ

もらえる取り組みが必

Ｉ

要がある。

外部評価

次

Ｏ

年度以降の方向性

外部

Ｎ

評価コメント

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


